
掲示期間 3.29 – 4.7 

 新潟市消防職員証規程を次のように定める。 

  令和６年３月２９日 

                          新潟市消防局長 小林 徹   

新潟市消防局訓令第８号 

   新潟市消防職員証規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は、新潟市消防職員証（以下「職員証」という。）について必要な事項

を定めるものとする。 

（職員証の様式） 

第２条 消防長が新潟市消防職員（会計年度任用職員を除く。以下「職員」という。）に

対し、その身分を明らかにするため交付する職員証の様式は、新潟市消防職員の立入検

査証票に関する規則（昭和３７年新潟市規則第２６号）別記様式のとおりとする。 

 （職員証番号） 

第３条 職員証番号は、職員番号と同一の番号を付するものとする。 

 （職員証の更新） 

第４条 職員証は、原則として、発行の日から５年ごとに更新する。 

 （取扱の心得） 

第５条 職員証の携帯に際しては遺失又は紛失しないよう、その取扱いに慎重を期さなけ

ればならない。 

 （貸与等の禁止） 

第６条 職員は、職員証を他人に貸与し、又は譲渡してはならない。 

 （再交付） 

第７条 職員は、職員証を遺失し、紛失し、破損し、若しくは汚損したとき、又は職員証

の記載事項に変更を生じたときは、速やかに、職員証再交付申請書（別記様式第１号）

により、消防長に再交付の申請をしなければならない。 



 

 （返納） 

第８条 職員は、次のいずれかに該当するきは、職員証を消防長に返納しなければならな

い。 

 （１） 破損し、又は汚損したとき。 

 （２） 職員証の記載事項に変更が生じたとき。 

 （３） 退職したとき。 

（整理） 

第９条 企画人事課長は、職員証交付・返納簿（別記様式第２号）を備えつけて、職員証

の交付及び返納の都度整理しておかなければならない。 

 （遺失等に対する措置） 

第１０条 職員証を遺失し、又は紛失したときは、直ちにその事由を所属長に届出、発見

に努めなければならない。 

 （報告及び嘱託） 

第１１条 所属長は、前条の届出を受けたときは、直ちにその旨を消防長に報告しなけれ

ばならない。 

２ 消防長は、前項の報告を受けたときは、県警察本部長又は関係所轄警察署長に捜査手

配を嘱託するものとする。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

 （消防手帳取扱規程の廃止） 

２ 消防手帳取扱規程（昭和２７年消防本部訓令第１１号）は、廃止する。 
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